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〇経緯

平成12年８月24日 北部振興並びに移設先及び周辺地域振興に関する基本
方針（北部振興協議会）

平成12年８月25日 特定地域振興重要港湾に選定（運輸省(現国土交通省)）
沖縄県北部地域の振興の拠点となる港湾

平成14年３月 北部拠点港湾の位置選定（県）
本部港本部地区(旧本港地区」

平成16年３月 本部港港湾振興ビジョン策定（県）

平成18年３月 全体計画図を変更（県）

平成18年３月31日 港湾区域の変更（県）
旧渡久地港、旧瀬底港、旧浜崎港を旧本部港に編入

平成18年７月24日 港湾名の変更（県）
旧本部港 → 本部港 本部地区
旧渡久地港→ 本部港 渡久地地区
旧浜崎港 → 本部港 浜崎地区
旧瀬底港 → 本部港 瀬底地区

平成23年 緑地(県)、冷凍冷蔵倉庫(本部町)の整備完了

平成26年 耐震強化岸壁整備完了(県)

平成27年 上屋整備完了(県)

平成30年 防波堤(沖)整備完了(県)

令和４年 クルーズバース整備事業完了(県) 

※整備済み施設は主な施設を記載。

渡久地地区(旧垣内地区)

渡久地地区(旧エキスポ地区)

渡久地地区(旧本港地区)

本部地区(旧本港地区)

本部地区(旧塩川地区)

瀬底地区

浜崎地区

〇本部港中長期計画(仮称)の対象港湾（赤字）

「ビジョン」
本部地区(旧本港地区)

「本部港中長期計画(仮称)」
４地区７箇所

〇対象港湾の比較

これまでの本部港の整備は、それぞれの港において、利用状況等に

応じ整備を進めてきた。

その内、本部港本部地区(旧本港地区)は、「活力ある地域経済を目

指す産業の振興」及び「産業振興のための基盤整備」へ寄与すること

を目指し、北部拠点港湾として整備等に取り組んできた。※括弧書きの

２点は「北部振興並びに移設先及び周辺地域振興に関する基本方針」。

本部港本部地区(旧本港地区)では、港湾を活用した地域の振興・活

性化の方針及び方策、そのために必要な港湾施設の整備内容等を定め

た「本部港港湾振興ビジョン」(以下、「ビジョン」と表記)を策定し

ている。ビジョンでは、以下の３点を掲げている。

①北部地域にある港湾の地域特性を踏まえ、圏域内外との物流機能

強化のための拠点整備並びに国内外クルーズ船の寄港による交流

機会の促進を図る。

②ゆとりや潤いのある地域づくり、地域の文化や産業の育成に貢献

していく港湾の整備を図る。

③北部地域の安全・安心を支えるため防災及び災害時に対応が図れ

る港湾の整備を図る。

ビジョン策定から、20年が経過し、本部港を取り巻く環境の変化や、

ビジョン等で掲げた取り組み方策・方針の一部推進などを踏まえ、新

たに中長期的な計画を策定する。

なお、本計画においては、平成18年に本部港が４地区７箇所へ再編

されていること、本部港全体を対象とした有効な機能分担の可能性を

探ることから、対象を４地区７箇所へ拡充する。
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〇北部地域拠点港湾整備計画調査研究会
委員長：名桜大学大学院観光環境領域教授
委 員：
名護市商工会会長
本部町商工会会長

沖縄県花卉園芸農業協同組合長

JA沖縄名護支店理事

大島運輸株式会社沖縄支店長

【運天港上運天地区】
地域支援港湾

至 伊平屋島、伊是名島

石材の出荷

【伊江港】
地域支援港湾

【本部港本部地区
(旧本港地区)】
北部拠点港湾

【本部港渡久地地区
(旧本港地区)】
漁業支援港湾

【本部港本部地区
(旧塩川地区)】
産業支援港湾

北部港運株式会社社長

北部広域市町村圏事務組合事務局長
名護市産業部長

本部町政策室長

今帰仁村企画振興課長

伊江村公営企業課長

沖縄総合事務局港湾計画課建設専門官
沖縄県土木建築部参事

沖縄県農林水産部流通政策課長

沖縄県観光リゾート局観光企画課長

【水納港】
生活港湾

【本部港渡久地地区
(旧エキスポ地区)】
レクリエーション港湾

【本部港渡久地地区
(旧垣内地区)】
生活港湾

至 鹿児島、東京、大阪
（フェリー、RORO船)

航路の現状と各港湾の役割

※各港湾の役割は、平成14年の検討時に設定した内容

【本部港瀬底地区】

【本部港浜崎地区】

北部拠点港湾としての位置付けは、特定地域振興

重要港湾として、「北部地域の振興の拠点となる港

湾」が選定されたことによる(平成12年８月25日 運

輸省(現国土交通省))。

平成14年に、沖縄県において北部地域拠点港湾整

備計画調査研究会を開催し、北部拠点港湾の箇所を

選定している。

北部拠点港湾の箇所検討においては、以下２点を

設定した。

①物流機能を１つの港湾に集約することによる荷
役効率の向上(荷役機械の港湾間の移動がない・
貨物の集荷及び荷分けの集約による効率化)が図
れること

②早期に投資の効果が期待できること

上記を満たす港湾として、運天港と本部港本部地

区(旧本港地区)の２港を候補港に抽出し、両港の比

較を行った。

【比較項目】

①新規岸壁の建設延長 ④石炭搬送先との距離

②本土航路からの距離 ⑤大型ｸﾙｰｽﾞ船の航路幅確保

③背後道路

その結果、全ての比較項目で優位である本部港本

部地区(旧本港地区)を北部拠点港湾に選定した。
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議事項目（案）年度項目

令和６年度
～

検討
委員会

議事項目
・本部港の現状及び課題

第１回 検討委員会

第２回 検討委員会

第３回 検討委員会

中長期計画(仮称)の策定

議事項目（案）
・基本理念、将来像、基本方向
・空間利用計画

議事項目（案）
・計画フレーム
・施設計画の方向性
・各地区の施設計画

パブリックコメント


